
 

 

 

 

（仮称）宮田東・藤里統合保育園の 

整備・運営に関する保護者・住民説明会 

 

 

 

令和６年７月７日（日） 

江南市健康こども部こども未来課  



1 

江南市立宮田東保育園・藤里保育園の統合について 

 

１ 統合整備の趣旨 

江南市では、老朽化した公共施設の改修や更新、維持管理やそれらに要す

る財源不足、多様化する市民ニーズに対応するため、平成27年度（2015年

度）に公共施設等の全体像を明らかにし、長期的な視点をもって更新・統廃

合・長寿命化を実施していくため、「江南市公共施設等総合管理計画」を、

平成29年度（2017年度）に公共施設の長期的な視点に立った計画的かつ効

果的な再配置を実現させるため、「江南市公共施設再配置計画」を策定し、

公共施設マネジメントの推進に取り組んでいます。 

また、保育所に関し、公共施設再配置計画で定めた対応方策をより具体化

し、着実に実施するための指針となる「江南市保育所等の配置に関する基本

方針」を定めました。この方針に基づき、江南市立宮田東保育園と藤里保育

園については、次のとおり整備・運営することとします。 

  



2 

２ 保育所の整備・運営の概要 

(1) 統合対象施設 

施 設 名 称 宮田東保育園 藤里保育園 

建 設 年 度 
S48 年度（1973 年度） 

（築 51 年） 

S46 年度（1971 年度） 

（築 53 年） 

所 在 地 宮田神明町栄 174 番地 藤ケ丘 7 丁目 1 番地 16 

延 床 面 積 1,256.51 ㎡  1,145.09 ㎡  

敷 地 面 積 2,312.69 ㎡  2,879.08 ㎡（すべて借地）  

定 員 96 人  116 人  

児 童 数 43 人  59 人  

充 足 率 44.79％  50.86％  

実 施 事 業 延長保育、一時保育 延長保育、特別支援保育 

※実施事業は通常保育以外。定員・児童数は令和5年度末時点 

（参考）児童数内訳 

 0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 計 

宮田東 3 人 6 人 4 人 9 人 13 人 8 人 43 人 

藤里 -   6 人 6 人 19 人 9 人 19 人 59 人 

計 3 人 12 人 10 人 28 人 22 人 27 人 102 人 
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(2) 課題 

・両施設とも建築後 50 年を経過しており、改修工事優先度が高い（老

朽化）。 

・市立保育所の中で最も定員充足率が低くなっている。 

・藤里保育園敷地は UR から無償で借り受けているが、今後有償となる

可能性がある。 

・自動車で通園する児童が多く、駐車場が不足している。 

・慢性的に保育士が不足している。 
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(3) 整備予定地 

所在地 地 積 備 考 

村久野町藤里1 

（藤里小学校） 

プール跡地 約1,500㎡ 小学校の水泳授業は民間

施設で行っている。 

その他学校敷地 約1,500㎡  

購入予定地 

（藤里小学校隣接地） 

約900㎡ 主に駐車場としての利用

を想定 

計 約3,900㎡  

※藤里小学校プールは令和7年度解体予定 

※江南市保育所等の配置に関する基本方針 

（市立保育所の統合整備における適地の例） 

移転先の土地は、市が所有する土地等の中から 4,000 ㎡～5,000 ㎡程度

の土地を選定し、園舎や園庭のほか、十分な駐車スペースを確保します。 
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(4) 新施設の概要（案） 

 前 後 縮減面積 

定 員 

（児童数） 

212 人 

（102 人） 
120～130 人程度  

延 床 面 積 2,401.60 ㎡ 1,184.00 ㎡ △1,217.60 ㎡ 
(縮減率△50.7％) 

駐 車 可 能 

台 数 
6 台 20～25 台程度 

 

運 営 手 法 公設公営 

実 施 事 業 延長保育、特別支援保育、一時保育 

そ の 他 給食調理業務の委託（自園調理）を検討 

効 果 
・施設老朽化の解消  ・更新費用の縮減 

・駐車場の確保    ・保育士不足の解消 
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(5) その他 

・その他学校敷地（グランド）の使用面積、境界線は、小学校の活動に支障の

ないよう、十分配慮します。 

・保護者の自動車による送迎に伴う渋滞や事故の危険を防ぐため、送迎のため

の駐車スペースの確保や、園舎・園庭及び駐車場の配置、経路に配慮した計

画とします。 

・新施設供用開始後は、小学校と保育園の連携を深めていきます。 

 

3．スケジュール 

令和６年度 用地購入 

令和６・７年度 設計 

令和７年度 プール解体 

令和８年度 建設 

令和９年４月 供用開始 


